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１．国内の現状

２．伊達市の現状
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1-1．国内の農業従事者数と基幹的農業従事者数の推移

 農村人口の高齢化により、農業従事者数は減少傾向。

 基幹的農業従事者数についても、基本法制定時（1998年）の約240万人から半減の123万人となっている。

【出典元】農林水産省「我が国の食糧・農業・農村をとりまく状況の変化」



3【出典元】農林水産省「我が国の食糧・農業・農村をとりまく状況の変化」

1-2．国内の農業総産出額及び生産農業所得の推移

 農業総産出額は、1989年以降、減少傾向にあったが、近年、米、野菜、肉用牛等における需要に応じた生産の進展等を主たる要因と
して回復傾向で推移。

 生産農業所得は、近年、農業総産出額の増加等を主たる要因として回復傾向で推移。
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1-3．国内の基幹的農業従事者の年齢構成

【出典元】農林水産省「我が国の食糧・農業・農村をとりまく状況の変化」

 令和４年における基幹的農業従事者数は123万人、平均年齢は67.9歳で、年齢構成は70歳以上の層がピークとなっている。

 今後10～20年先を見据えると、基幹的農業従事者数は大幅に減少することが確実であり、生産基盤の脆弱化が危惧されるところ。
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1-4．国内の法人経営体の推移

【出典元】農林水産省「我が国の食糧・農業・農村をとりまく状況の変化」

 法人経営体数は、ここ15年で大きく増加し、2020年で30,707法人。

 また、販売金額１億円以上の法人経営体数は、2005年と比べ、約1.7倍に増加。

 法人その他団体経営体のシェアは、農産物販売金額、経営耕地面積及び経営体数の全てにおいて増加し、直近データ（2020年）では
農産物販売金額に占める割合は約４割となっている。
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1-5．国内の農地面積・かい廃面積の推移

【出典元】農林水産省「我が国の食糧・農業・農村をとりまく状況の変化」

 農地面積は、主に宅地等への転用や荒廃農地の発生等により、1961年に比べて、約174万ha減少。

 農地面積の減少要因であるかい廃面積は、基本法制定以降減少傾向にあったものの、2014年以降約３万ha程度で推移。
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1-6．国内の荒廃農地面積の推

【出典元】農林水産省「我が国の食糧・農業・農村をとりまく状況の変化」

 荒廃農地の面積は2020年には28.2万haであり、そのうち再生利用可能なものが9万ha（32％）、再生利用困難なものが19.2万ha
（68％）。

 荒廃農地となる理由について、農地所有者側の理由としては「高齢化、病気」、「労働力不足」、「地域内に居住していない」など、
地域に人がいないことが要因となっている。



１．国内の現状

２．伊達市の現状
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2-1．伊達市の人口と世帯数と総農家数の推移

出所：国勢調査（総務省）
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 総農家数は、減少傾向となっており中でも販売農家数の減少率が大きくなっている。
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2-2．伊達市の基幹的農業者数の推移

出所：農林業センサス（農林水産省）

64歳以下

1,854 64歳以下

1,334 64歳以下

783 

65歳以上

2,849 
65歳以上

2,458 
65歳以上

2,350 

4,703 

3,792 

3,133 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

平成22年 平成27年 令和2年

基幹的農業従事者数

64歳以下 65歳以上

57 

316 

830 

1,342 

831 

1,327 

36 

214 

435 

1,303 

639 

1,165 

22 

194 237 

1,009 

592 

1,079 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

15～29歳 30～49歳 50～59歳 60～69歳 70～74歳 75歳以上

年齢別基幹的農業従事者数

平成22年 平成27年 令和2年

出所：農林業センサス（農林水産省）

単位（人）

単位（人）

▲14%

▲４%

▲28%
▲41%



11

2-3．伊達市の地目別面積割合

出所：第136回福島県統計年鑑
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 市内の土地の地目は山林とその他（工業地帯等）で65％を超えている。

 田畑は26％となっている。

面積（k㎡） 構成比（％）

総面積 265.120 100.0 

宅地 15.033 5.7 

田 21.515 8.1 

畑 47.974 18.1 

池沼 0.174 0.1 

山林 89.803 33.9 

牧場 0.029 0.0 

原野 3.384 1.3 

雑種地 3.561 1.3 

その他 83.647 31.6 
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2-4．伊達市の耕作面積と経営規模面積規模別面積の推移
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 耕作面積は、特に畑（樹園地を除く）の面積の減少が大きい。



13

2-5．伊達市の耕作放棄地面積の推移
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 耕作面積は、一時減少傾向にあったが平成27年度に大きく増加している。
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2-6．伊達市の農業産出額の推移

出所：農林水産省大臣官房統計部
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（※注）農業産出額は、都道府県別農業産出額で算出している一部の品目が作成対象外のため、農業産出額を積み上げても合計とは一致しない。
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米の価格
下落が顕著

 コロナ禍もあったが、農業産出額に大きな変動はなく推移している。

 果実は、コロナ禍前の産出額を超えてきている。一方、米に関しては価格の下落が続いている。
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３．まとめ

 農業の機械化、農薬や生産技術の向上などによって農作業（特に稲作）にかかる時間が減り、小さな農家
では人手を多く必要としなくなった。

 一方、日本の農地面積の41％は傾斜地の多い中山間地域。大区画化や大型機械の導入などが難しく、効率
化ができないため、地域農業の担い手が育たない状況。

 中山間地域の集落の人口の減少によって、学校の統廃合、商店・スーパー、会社などの働き口が減り、若
い世代は都市部へ出てしまい、地域の高齢化が進んでいる。

 残って農業を続けていた人が歳を取ったために農業を続けられなくなり、農業を止めてしまう人が増えて
きている。

国 内 の 現 状 の ま と め

 人口減少・高齢化に伴い、農業従事者数も減少傾向（近年、減少加速）
 年齢別にみると、男性では昭和10年頃までに生まれた人が高齢化してきたため、農業をやめる人が増加。

そのため、新規就農者よりも、農業をやめる人が多いため、全体としては減っている。
 農業をやめる一番の理由は、農業をやっていて入る収入と、ほかの職業の収入との差がなかなか縮まら

ず、収入が思うように伸びないことがある。
 農業従事者数の減少に比例し耕作地も減少。耕作放棄地は増加傾向。
 一方、経営規模面積規模別面積割合に大きな変動はない。
 農業産出総額はコロナ禍前まで戻りつつある。ただし、果実は既にコロナ禍前の産出額を超過。

伊 達 市 の 現 状 の ま と め

【出典元】農林水産省ＨＰ


